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大学生のスポーツを「する」について考える

Ⅰ　研究動機

　スポーツとの関わり方には「する」，「みる」，
「ささえる」の 3 つがある 1 ）．学習指導要領（平
成 29・30 年告示）2 ）3 ）4 ）では，「知る」がそれら
に加えられている．本研究ではその中で，現代に
おける日本の大学運動部活動に所属する，スポー
ツを「する」大学生（以下，学生とする）を中心
に考えていく．
　私は，大学ではプレーヤーとして，大学院では
コーチとして大学運動部活動に所属した．そのよ
うな経緯から，「何のために」，「どのように」学
生として，コーチとして大学運動部活動に取り組
めばよいのか疑問を抱いた．また近年，スポーツ
の見方や，大学運動部活動の在り方が変わってき
ている中で，学生はどのようにスポーツをすれば
よいのだろうか．またコーチ（管理者）はどのよ
うに指導，運営すればよいのだろうか．そこで大
学生がどのようにスポーツに取り組むのか，コー
チ（管理者）はどのような方針を持って大学運動
部活動を運営するのが望ましいのか検討したい．

Ⅱ　先行研究の検討

　本研究におけるコーチとは，役職名ではなく，
組織全体を運営する管理者のことである．「何の
ために」，「どのように」学生が大学運動部活動を
するのか，コーチが運営するのか考えることは，
久保の示すコーチング回路において，「哲学」の
部分に当てはまる．久保は，コーチングとは，単
にスポーツの仕方を「教える（ティーチング）」の
みならず，技能の卓越を目指して「訓練（トレー
ニング）」し，目標の達成を目指して「統率（リー
ド）」していく一連の行為（プロセス）であると
述べている 5 ）．そのプロセスは，「哲学」−「計画」
−「組織化」−「経営」−「評価」の各段階からなる．
この一連のプロセスをコーチング回路と呼び，こ
の回路を作動させ，実践することがコーチングで
ある（図 1 ）6 ）．本来「哲学」に対してどうだっ

たか「評価」するのだが，「計画」に対してどう
だったのか「評価」してしまうことがある．この
ように「哲学」を喪失したコーチングの実践は，
本来目的であったはずの「何のために」を，その
計画の実現のための手段とするようになり，回路
は過熱（ショート）する．そのような事態を防ぐ
ためにも，コーチングはその意図（価値）である

「何のためにするのか」という哲学を問い続ける
必要がある．

　2013 年の国際コーチングエクセレンス評議会
では，コーチの果たすべき主な機能や役割として
①ビジョンと戦略の設定，②環境整備，③人間関
係の構築，④練習での指導と競技会への準備，⑤
現場に対する理解と対応，⑥学習と振り返りの 6
つを示している 7 ）．久保の「哲学」にあたる部分
は，①の「ビジョン」にあてはまる（以下「哲学」
を「ビジョン」とする）．
　現在のコーチングの理念は，スポーツの主役は
プレーヤーであるが，プレーヤーを取り巻くアン
トラージュ（プレーヤーを支援する関係者）自身
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図 1　コーチング回路
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も，それぞれの Well-being（良好・幸福な状態）
を目指しながら，プレーヤーをサポートしていく
という「プレーヤーズセンタード」である．その
ため「ビジョン」を立てるうえで，「する人にとっ
て，何のためにするのか」という観点で考えつつ
も，学生とその周りの人（本研究では，コーチや
大学等）の Well-being を目指す必要がある 8 ）．
　これまでの大学運動部活動に関する研究は，プ
レーヤーズセンタードの視点からどのように大学
運動部活動を運営するのか明らかになっていな
い．ビジョンに関しては，筆者が疑問視していた
ように，先行研究 9 ）10）が大学運動部活動の学生
の学修との両立に関して問題視しており，改善す
る必要性を述べている．学生が学修に関する問題

（以下学修問題）を抱えていることは，何のため
の大学運動部活動なのか「ビジョン」が喪失し回
路がショートし，過熱しているのではないか．そ
こでまず「ビジョン」の部分を明らかにしつつ，

「ビジョン」について考えていくことで大学運動部
活動の問題の所存を明らかにし，その後どのよう
にスポーツ活動を運営していくのか考察していく．

Ⅲ　研究の目的と方法

　スポーツには普遍的な価値があると考えられる
が，本研究では，スポーツは社会的に価値づけら
れるものであり，時代背景に応じてスポーツの在
り方は変わっていることを前提（インテグリティ）
に，これからの大学運動部活動の「する人にとっ
て，何のために」という「ビジョン」を中心に考
えていくことによって，大学運動部活動の問題の
所存を明らかにし，加えて「どのように」運営す
るのが望ましいのか大学生のスポーツを「する」
視点から明らかにすることである．この目的を達
成するために，まず，国の法律及び政策の面から
大学の存在意義と現状を明らかにする．また学生
とはどのような存在なのか明らかにする．次に，
先行研究及び国の政策から大学運動部活動の変遷
や大学と大学運動部活動の関わり，学生の実態に
ついて明らかにする．次に，国の法律及びスポー
ツ政策から大学や大学運動部活動が国からどのよ
うなことを求められているのか明らかにする．次
に，明らかになった実態を整理し，学生がスポー
ツ「する」うえで何が問題か提起し，解決方法を
提案する．最後に，学生の視点から大学運動部活
動を考え，これからの大学生のスポーツを「する」
について考える．

Ⅳ　明らかになった実態について

　まず，国の法律及び政策の面から大学の存在意
義と現状を明らかにした．大学は学術の中心で，
卒業した者に対して学士を授与する場所である．
また大学は様々な機能を併有しており，これらの
機能の比重の置き方が大学の個性や特色になり，
多様な人材育成，研究成果の還元等で社会に貢献
するものと考えられている．現在多くの学生が卒
業後就職するため，特に社会に活躍する人材育成
の面で大学は重要な役割を担っている．しかし現
状では，その人材を育成する大学で，入学時の学
生の質の低下が危惧され，その影響から大学の保
障する学位の質の低下につながると言われてい
る．大学は，学位の質を保証する責任があるため，
入学を受け入れた学生に対して積極的に支援して
いくことが求められている．国は，「学士力（学士
課程教育を通じて到達すべき学習成果）」を高める
活動として正課外活動を捉え直し，正課教育に準
じた活動すなわち正課外教育活動として取り扱う
ことも必要だと述べている 11）．各大学はそれぞ
れの理念や教育目標を踏まえ，適切に正課外教育
活動の支援に取り組んでいくことが期待されてい
る．学生は正課教育における単位を修得すること
で，卒業する（学士を得る）ことができる．しか
し正課外教育活動は，学生の基本的な資質・能力
を培うものとして考えられているため，学生は

「学士力」を高めるために積極的に取り組むこと
が望ましいと考えられることが明らかになった．
　次に，先行研究及び国の政策から大学運動部活
動の変遷や大学と大学運動部活動の関わり，学生
の実態について明らかにした．歴史的に学生が大
学でスポーツすることが定着しており，大学運動
部活動は大学対抗戦を行うために創られ，現在も
多くの大学で存在している団体であることが明ら
かになった．また学生は大学でスポーツする機会
があり，その中でも大学運動部活動は主に正課外
活動として行われており，多様な形で運営されて
いる．先行研究や新聞，国は大学運動部活動に所
属する学生に対して，学修に関する問題が生起し
やすい傾向を指摘しており，学修支援の必要性が
ある実態が明らかになった．
　最後に，国の法律及びスポーツ政策から大学や
大学運動部活動が国からどのようなことを求めら
れているのか明らかにした．国は大学や大学運動
部活動に人材育成や競技力向上，「みる」スポー
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ツとしての価値を高めることを期待している．し
かし現状として大学運動部活動が多くの問題を抱
えている．そこでそれらを解決し，振興するため
の組織 UNIVAS を設立した．UNIVAS は大学，
学連，消費者，企業を結ぶ役目を担っている．課
題である学修面と安全面を解決しながら，大学ス
ポーツの中心的な存在として運動部の活動資金獲
得のため好循環を生みだそうとする事業を行って
いる．現在約 200 の大学が加盟している 12）13）．

Ⅴ　現状の整理と問題提起，解決

　現状を整理すると，大学運動部活動で学修問題
が生起しやすい要因として 4 つの可能性が示唆さ
れた．1 つ目は，スポーツに対して好意的な学生
が大学運動部活動に所属していること，2 つ目は ,
スポーツ推薦により学力不足や学修意欲の低い学
生が大学運動部活動に所属していること，3 つ目
は，大学運動部活動が学士力を高める活動として
位置付けられていること，4 つ目は，スポーツ選
手になりたい学生にとって大学運動部活動がス
ポーツ選手の育成場所になっていることが考えら
れる．
　次に，大学運動部活動の問題の所存について述
べる．大学は学生の質の保証が求められている．
具体的には，学生の学修を保証するための学習支
援である．学生は学修しなければ卒業できない．
また国は，大学運動部活動に対して教育的意義の
ある活動として見直そうとしている．どのような
大学で学修問題が起きているかわからないが，学
修問題が生起しやすい状況にある．批判されてい
る現状をみると，大学運動部活動が学生の学修に
支障を与えている可能性が高いと示唆される．大
学運動部活動は，学修に支障があると思われると
社会から認められないようになる．そのため，大
学が大学運動部活動を提供する場合は，学生の学
修に支障が出ないようにする前提でなければなら
ない．
　運営方法の改善案を提案するために，管理者が
行う運営の一連のプロセスであるコーチング回路
を用いて，なぜ学修問題が生起するのか考察する．
コーチング回路の各段階に問題がある場合やコー
チング回路がショートしている場合，学修問題は
生起すると考えられる．つまり，「大学が学生の
学修に支障がないようにする前提で，その上で管
理者が適切な『学生のためのビジョン』を設定し，
正常にコーチング回路を作動させている状態」に

する必要がある．コーチング回路を用いて考察す
ると，指導者や学生が管理者の場合，各大学運動
部活動が「ビジョン」を設定することになるため，

「学修に支障が出ないようにする前提」が抜け落
ち，適切な「ビジョン」が設定されず，学修問題
が生起する可能性がある．また大学が管理者と
なっていても，適切な「ビジョン」が設定されて
いない場合や，ショートしている場合は学修問題
が生起してしまう可能性がある．
　しかし大学は学生の学修を保証する責任がある
ことや大学が管理者になる（大学運動部活動を正
課外教育活動として行う）と社会からの説明責任
を果たすことができることを踏まえると，大学が
管理者になることが最も学修問題が生起しにくい
方法とだと考えられる．大学が，各運動部活動が
適切な「ビジョン」を設定しているか，それに基
づいてコーチング回路を正常に作動させているの
か管理し，その「評価」を大学がすることで，学
修問題が生起しにくい運営にすることができるの
ではないか．
　学修問題を解決するための具体的な運営方法と
しては，「大学が大学運動部活動を管理すること」
がある．まず大学が大学運動部活動を正課教育な
のか，正課外教育活動なのか位置づけを明らかに
する．正課外教育活動であれば，大学が適切な「ビ
ジョン」を設定しているか管理し，大学がそれに
対して「評価」できる体制を整えることで学修問
題を解決することができる．大学だけで適切に運
営できない場合，大学が指導者を雇うことや
UNIVAS の力を借りることが望ましい．その場
合は，「ビジョン」に対して「評価」できる体制
を整えなければ，学修問題は生起してしまうため
留意が必要である．現状として，学修問題が生起
しないようにするだけでなく，安全面や社会的説
明責任を果たす必要があることを考えると，大学
が適切な「ビジョン」を評価できる状態（正常に
コーチング回路を作動できている）で国が推奨す
る機関である UNIVAS に加盟することが大学に
とっても学生にとって最良であると考えられた．

Ⅵ　これからの大学生の「する」スポーツ

　学生の視点から大学運動部活動を考える．正課
外教育活動として，スポーツをする手段を考える
と競技志向の大学運動部活動と娯楽志向のサーク
ルがある．本研究では競技志向の大学運動部活動
について言及してきた．よって娯楽志向のサーク
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ルについては学修問題の生起や実態が明らかに
なっていないため，ここでは言及しない．スポー
ツ基本法は，「スポーツを通じて幸福で豊かな生
活を営むことは，全ての人々の権利」と示してい
る．つまり学生は，スポーツを「する」権利を持
つ．そして大学運動部活動は，学生にとって大学
に「学修を保証」されたスポーツを「する」手段
である．スポーツ基本法では，スポーツは手段と
して捉えられている部分もあるが，その価値は多
様であり，目的的な活動でもあるため，インテグ
リティを確保しながら，自身の価値観によって行
われる活動でもある．そのため大学運動部活動は，
学生の視点から考えると大学に価値づけられた教
育の手段である以上，学生自身がスポーツを「す
る」機会を正しく選択するようにしなければ，ス
ポーツを通じて幸福で豊かな生活を営むことがで
きないと考えられる．その実現のためには，将来
大学に進学する児童，生徒に対して，平成 29・
30 年告示の学習指導要領で示されているように，

「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けて授
業改善を行い，資質・能力を育んでいく必要性が
あると考えられる．
　これから多様性の時代が到来することや，プ
レーヤーズセンタードの理念からも学生が自身の
価値観でスポーツを「する」ことができる活動が
必要であると考えられる．またこれからの社会を
考えると，大学の重要度は高まり，社会貢献が求
められている．そのことを踏まえて考え，大学と
地域が協働して運営するスポーツクラブを提案す
る．地域と協働することで，大学は大学の持つ知
的・人的・物的資源を活用して地域に貢献するこ
とができる．学生は，大学が正課外教育活動とし
て位置づけることで参加し，地域のコミュニティ
としての機能も備えるため，多様な人たちとの関
わることができ，「学士力」を高めることにも効
果があると考えられる．また，大学のスポーツ活
動が開かれた状態になる．地域に開かれた状態を
創ることで社会に監視してもらうことができ，「目
標やビジョンの共有」が促進される 2 ）．大学は，
地域にも貢献することができ，学生も自身の価値
観によるスポーツ活動ができるのではないか．
　この案は現状を踏まえると，すぐに大学運動部
活動を廃止するということでなく，大学運動部活
動に価値をもっている学生も参加できるような運
営を行うと良いと考える．例えば，試合が近い時
には，大学運動部活動の一員として，それ以外は

クラブの一員として地域の多様な人たちと一緒に
スポーツをする．そうすればクラブで生成された
地域のコミュニティが大学運動部活動にも波及し
て，地域から認められるようになり，大学運動部
活動は認められるようになる．大学の管理下で安
全安心が保障された状況で，社会に認められなが
ら，学生はスポーツを「する」ことができる．学
生や地域の状況に合わせて柔軟に運営を行うこと
で，それぞれがメリットある状態で行うことがで
きると考えられる．
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